別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産振興費
	事業名：共同利用模範牧場土地借上料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　畜産課　草地飼料担当　電話番号：058-272-1111（内2877）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11437@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：18,126千円（前年度予算額：25,144千円）

	事業内容


	１　事業の内容


     県営の東濃牧場、飛騨牧場の利用土地のうち、借上している土地について地代料
○東濃牧場

恵那市長島町鍋山地内ほか2,573,188㎡(778,385坪)

○飛騨牧場

高山市清見町大字巣野俣龍ケ峰国有林（飛騨森林管理署）355㎡　4,400円
高山市荘川町黒谷字横根尾（高山市）172,817㎡　　219千円
	２　所要経費


　　東濃牧場　恵那市　単価23.0円/坪　　　借上料 17,902千円

　　飛騨牧場　飛騨森林管理署　　　　　　　借上料　  4.4千円

高山市　　　　　　　　　　　借上料  　219千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる　
　　・地産地消に対する県民の意識を高める
	２　これまでの取組状況


　　東濃牧場は、優秀な家畜資源の供給を通じて県内の畜産振興を図るため、昭和４８年に県営牧場として設置され、主に乳用雌牛の譲渡を行っている。
　　飛騨牧場は、昭和５０年に同じく県営牧場として設置され、飛騨牛生産の拠点として主に肉用子牛の譲渡や肉用雌牛の預託放牧を行っている。

　　両牧場は、これらの業務を通じて県内の畜産の発展に寄与してきたほか、牧場を訪れる県民の方々に憩いの場を提供している。

	３　これまでの取組に対する評価　（平成21年度実績）


　（東濃牧場）

　○乳用雌牛の育成事業

　　・県内酪農家から乳用雌牛を360頭買い取り、哺育育成を行った。
　　・育成を終了した乳用初妊牛307頭を県内酪農家に譲渡した。
　　・肉用子牛の増頭を図るため、和牛受精卵40卵を乳用雌牛に移植した。
　○肉用子牛の哺育育成事業
　　　受精卵移植等により生産された和牛子牛の哺育育成を行い、54頭を肉用牛農家に譲渡した。
　○肉用雌牛の受託育成放牧事業
　　　県内の肉用牛農家から肉用雌牛（和牛）を受託し、放牧育成を行いた。
　　（受託期間）　平成21年4月20日～平成21年10月31日
　　　（受託延頭数）4,633頭
（飛騨牧場）
　○肉用牛の繁殖育成事業
　　・牧場で飼養している和牛繁殖雌牛から229頭の和牛子牛を生産した。
　　・牧場で生産した和牛子牛を育成し、家畜市場を通じ肉用牛農家に150頭譲渡した。

○肉用牛の受託育成放牧事業

　　　県内の肉用牛農家から和牛繁殖雌牛を受託し、放牧育成を行った。　　

　　　（受託期間）　平成21年5月14日～平成21年10月13日
　　　（受託延頭数）7,414頭
　○育成牛の能力調査事業
遺伝的能力のはっきりしていない初産牛子牛について、その能力把握のため新た　　　　　に28頭を保留し、肉質調査用として育成した38頭を出荷した。

　○受精卵移植事業
　　　和牛の改良及び和牛の増頭に寄与するため、405卵の優良受精卵を採取し、県内畜産農家に269卵を販売し、60卵を東濃牧場に供給した。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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